
利用者 〇〇　〇〇　様

利用者家族 〇〇　〇〇　様　〇〇　〇〇　様

地域の代表 民生委員児童委員　             様　　　　〇〇　〇〇　様

　区　　　　　　大田区地域福祉課　　　　　　　　　〇〇　〇〇　様　

〇〇　様　　〇〇　様

その他 ファニーケアプランセンター　ケアマネジャー　〇〇　〇〇　様

事務局 管理者　〇〇             　　生活相談員　 〇〇

◆活動報告・活動計画

別紙「活動報告書」のとおり。

◆活動報告・計画に対する評価

◆事業所に対する要望・意見

◆要望・意見に対する事業所からの回答

◆地域・行政等からの情報提供

【家族】
・認知症が進行していて自宅での入浴・買い物・金銭管理が困難になって来ていて、現在は近所の方の
手伝いに頼っているが、金銭が絡むため本人も、近隣の方も難しくなり、サービスを利用しながら対応し
ていく事にシフトしていきたいが、本人がサービスを入れる事を拒否しているため。比較的利用されてい
るデイを何とか継続していただきたい。

・退院後２カ月程利用していたが、急に来所拒否が続き.約２か月半程休んでいて、その間も週に２～３回
自宅に足を運び。来所を促し信頼関係が生じ再来所をするようになり。現在は継続的に来所するように
なったが、但し毎回大金（何百万）持参するようになりセンターで利用中は預かる事になっています。

【民生委員】
・デイサービスセンターでそこまでして頂けるのは心強く、地域としても一人暮らしの認知症の方に対し
て、積極的に接していき行動が出来ると思います。

【地域福祉課】
・一刻も早く、後見人等の対応を考えながら、安全に金銭管理が出来るように皆で支援していく事を考え
て行く。

【ケアマネジャー】
・連携の為の調整をして行く事を約束しますとの事。

【包括支援センタ】
・蒲田在宅とは多くの成功事例があり、現在の所本人が気分よく利用しているデイサービスを中心に考え
ながら、徐々に他のサービスを入れ、生活を安定させて行く事にチームで支援していく。

開催場所 大田区立蒲田高齢者在宅サービスセンター

出席者

　　7人

（内訳）

【利用者】
・デイで毎回楽しく過ごしています。これからも自宅で生活しながらデイに通いたいです。
【家族】
・近くには住んでいない為、デイサービスを通いながら本人の希望通り住み慣れた自宅で暮らしていほし
い。

区・地域包括支援センター

 運営推進会議実施報告書
令和  7年  9月   18日

事業所名 大田区立蒲田高齢者在宅サービスセンター サービスの種類 地域密着型通所介護

電話番号 　03　（  5710  　）　0782 報告者　職・氏名 管理者　森本　洋司

開催日時 　　　令和　  7年　　９月　 17日（　水   ）　　　13:45  　～　14:30



◆その他・特記事項

※会議録作成にあたって

・報告書は２ページにわたっても構いませんので、文字は縮小しないでください。

【民生委員】
・デイサービスセンターでそこまでして頂けるのは心強く、地域としても一人暮らしの認知症の方に対し
て、積極的に接していき行動が出来ると思います。

【地域福祉課】
・一刻も早く、後見人等の対応を考えながら、安全に金銭管理が出来るように皆で支援していく事を考え
て行く。

【ケアマネジャー】
・連携の為の調整をして行く事を約束しますとの事。

【包括支援センタ】
・蒲田在宅とは多くの成功事例があり、現在の所本人が気分よく利用しているデイサービスを中心に考え
ながら、徐々に他のサービスを入れ、生活を安定させて行く事にチームで支援していく。


